


ん 区 

当初は、認知症の人と家族のために地域でできるこ

とを一緒に考える契機として地域資源マップの作成

や徘徊ネットワークづくりなどの検討も試みたが、認

知症に対する理解が進んでいないなか、地域の取組に

ついてイメージすることや地域住民に参画を求める

ことにも無理があるのではないかとの意見もあり、ま

ずは認知症の基礎的理解を地域で進めようというこ

ととなり、認知症サポーター養成講座を開催すること

となった。 

実施にあたっては地区社会福祉協議会が中心となり、まずは、地区社協の役員や民生委員

OBに呼びかけ実施、次に自治会班長に呼びかけ実施、そして最後に地区社協役員や自治会班

長の協力を得ながら地域住民に参加を呼びかけて行った。 

（第 1回目）24名参加  

（第 2回目）18名参加 

（第 3回目）73名参加  計 115名 

 

区 

地域自治組織と協議のなか、地域の歴史や自然を生かした取組を試みようと検討を行い、

認知症予防のためのウォーキングマップづくりを行うこととした。作成にあたっては、地域

の役員と地区担当の保健師が中心となって地域の名物や

名所などを訪ね歩き、その都度、地域住民に馴染みの場所

や歴史・文化を感じさせる道を聴き取り、コースの選定を

行った。ウォーキングマップは地域住民に地域の良さを再

確認できるツールとして、また地域外の住民にも地域をア

ピールできるツールにもなるように作成をおこなった。成

果としてはマップそのものもさることながら、保健師と地

域役員をはじめ地域住民との関係づくりを育むことにも

大いに役立った。 

 

４ 2 、小 2 区での り みを受 て り 区あ て 全 4

区 いて 区の に り み める  

そのための体制づくりとして各地区に配置されているまちの保健室職員や地域包括支援セ

ンター職員、保健センター職員を対象にキャラバンメイトの養成を行った。その後、各地区

のまちの保健室職員が地域組織・団体の協力を得ながら認知症サポーター養成講座を企画、

実施している。 

・認知症キャラバンメイト   41名 

・認知症サポーター     742名 

講座を実施するなかでは、認知症の人を抱える家族や近隣の困りごとなどの声を耳にする

機会が多くなったことは有意義であった。 

各地区のまちの保健室職員が地域にある配食ボランティアやグループホームなどと共同で

開催する地区もあり地域ぐるみの取り組みに発展してきている。今後も更なる広がりを進め

るとともに認知症サポーター養成講座を契機とした地域での見守りや支えあい活動に発展で

きるよう新たな働きかけをおこなっていきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

─ 460 ─





めて痛感した。 

そうしたなか、平成 21 年度には、「特定非営利活動法人らいふ」より認知症サポーター養

成講座への協力申し出があった。当法人より市内の金融機関に働きかけていただき、3 行で

開催、97人の認知症サポーターを養成することができた。 

今後も各方面の事業所に継続的に働きかけ認知症に対する理解を図り、事業所の参画を得

た見守り・徘徊ネットワークの構築につなげていきたいと考えている。 

 

 その 本 のケアの の  

 認知症の人と家族を地域で支えるためには、市内の介護保険事業所のケアの充実が不可欠

であることは当然で、高齢者がその人らしく暮らし続けられるケアの推進を目指した研修会

の実施に取り組むこととした。 

 

（ ケアについ ぶ 

平成 19年度、大阪市立大学大学院教授 白澤政和氏を招き「住み慣れた地域で暮らし続け

るために」と題した講演会を実施した。（103名参加） 

 

（２） ンタ 方 を ぶ 

平成 20年度、認知症ケアのツールを学ぶため、認知症介護研究・研修東京センター主任研

究主幹 永田久美子氏による研修会を開催した。（3回実施） 

（第 1回）グループワーク「身近にいる認知症高齢者を考える」（164名参加） 

（第 2回）グループワーク「地域に目を向けてみる」（89名参加） 

（第 3回）事例検討会「センター方式を使って考えてみる」（72名参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修内容は、認知症高齢者に対する理解、地域資源の再確認、地域との連携の必要性、セ

ンター方式を活用した認知症高齢者との向き合い方などを学ぶものであった。グループワー

クでは介護保険事業所に加え民生委員の参加もあり、地区別でグループ分けを行った。各地

区における社会資源を互いに再確認するとともに介護保険事業所と民生委員との交流を図る

ことができたのは有意義であった。平成 21年度においても同様の研修を企画中である。 

 

６  

 認知症の人と家族を支える地域づくりのためには、一人でも多くの人たちが認知症を正し

く理解し、認知症の人を一人の人間として尊重することが大切であり、そのための啓発活動

は地道に続けていくことが必要である。また、認知症だから医療や福祉の専門家の仕事とい

うのでなく、地域住民や様々な職種の方がそれぞれの立場を生かして支えていこうとするこ

とが大切であり、そのために有効な仕掛けを今後も展開し続けていきたいと考えている。 
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